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解
散
・
総
選
挙

　

安
倍
首
相
は
21
日
、
衆

院
を
解
散
し
た
。
消
費
税

再
増
税
の
先
送
り
に
対
す

る
信
を
問
う
と
言
う
が
、

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
失

敗
に
よ
る
景
気
悪
化
の
責

任
は
政
府
自
身
に
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
。
２
年
に

わ
た
る
安
倍
政
治
そ
の
も

の
を
問
う
選
挙
に
な
る
。

　

首
相
は
４
月
に
多
く
の

国
民
の
反
対
を
押
し
切

り
、
自
公
民
の
三
党
合
意

に
沿
っ
て
消
費
税
率
を
８

％
へ
引
き
上
げ
た
。「
景

気
の
腰
折
れ
を
防
ぐ
」
と

豪
語
し
、
国
民
か
ら
吸
い

上
げ
た
税
金
を
財
界
や
建

設
業
界
と
い
っ
た
自
民
党

の
支
持
基
盤
に
還
流
。
一

方
で
、
公
約
し
た
「
社
会

保
障
の
充

実
」
に
反
し

て
社
会
保
障

費
の
削
減
策

を
強
行
し
た
。

　

結
果
、
５
兆
円
規
模
の

経
済
対
策
は
家
計
に
波
及

す
る
こ
と
な
く
空
費
さ

れ
、
国
民
生
活
は
悪
化
。

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

は
４
月
か
ら
２
期
連
続
で

大
幅
に
マ
イ
ナ
ス
を
記
録

し
、景
気
は
急
降
下
し
た
。

こ
れ
を
「
失
政
」
と
言
わ

ず
に
何
と
言
う
の
か
。

　

首
相
は
景
気
が
良
く
な

ら
な
い
の
は
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
の
効
果
が
行
き
渡

っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
強

弁
す
る
が
、
現
政
権
は
過

で
も
、
国
民
に
は
景
気
回

復
の
実
感
も
恩
恵
も
及
ば

な
か
っ
た
。
量
的
緩
和
や

大
企
業
優
遇
の
政
治
で
は

経
済
成
長
し
な
い
こ
と
は

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

頼
み
の
綱
だ
っ
た
経
済

政
策
が
破
た
ん
し
、
自
公

縄
県
知
事
選
で
は
、
辺
野

古
基
地
建
設
に
反
対
す
る

翁
長
雄
志
氏
が
自
民
推
薦

の
現
職
候
補
に
大
差
を
つ

け
て
当
選
し
、
現
政
権
に

ノ
ー
を
突
き
つ
け
た
。
民

意
に
背
い
た
政
治
の
末
路

を
示
し
て
い
る
。

ら
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。「
大
企
業
優
遇
か
、

国
民
生
活
か
」「
戦
争

か
、
平
和
か
」
―
―
。
12

月
14
日
の
投
票
日
は
、
こ

の
国
の
行
方
を
左
右
す
る

重
大
な
岐
路
に
な
る
。

　

選
挙
を
機
に
経
済
政
策

の
軸
足
を
大
企
業
か
ら
国

民
生
活
に
移
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
平
和
な
社
会

の
下
、
社
会
保
障
の
充
実

と
雇
用
・
所
得
の
下
支
え

で
貧
困
と
格
差
を
解
消

し
、
経
済
活
力
を
生
み
出

す
新
た
な
道
へ
踏
み
出
す

た
め
に
、
自
公
政
権
と
増

税
勢
力
に
厳
し
い
審
判
を

下
す
賢
明
な
選
択
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

政
権
の
行
き
詰
ま
り
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
。
政
府

が
主
要
政
策
に
位
置
付
け

て
き
た
消
費
税
増
税
や
集

団
的
自
衛
権
、
秘
密
保
護

法
、
原
発
再
稼
働
は
国
民

の
過
半
数
が
反
対
を
表

明
。
さ
ら
に
、
16
日
の
沖

　

そ
れ
で
も
自
公
政
権
は

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
固

執
し
、
１
年
半
後
の
再
増

税
を
表
明
。
さ
ら
に
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
法
制
化

を
明
言
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
政
治
を
委
ね
れ
ば
、

国
民
の
暮
ら
し
が
根
底
か

去
に
何
ら
学
ん
で
い
な

い
。
２
０
０
６
年
後
半
〜

07
年
前
半
の
第
１
次
安
倍

内
閣
当
時
、
日
本
は
戦
後

最
長
の
好
景
気
と
言
わ

れ
、
大
企
業
の
好
決
算
が

相
次
い
だ
。
円
安
・
株
高

・
輸
出
増
が
そ
ろ
い
踏
み

民
意
に
背
く
政
治
に
審
判
を

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
３

日
、
文
化
企
画
「
古
地
図
で

歩
く
大
阪
」
を
開
い
た
。
８

人
の
参
加
者
は
西
俣
稔
氏
の

案
内
の
も
と
に
、
歴
史
を
楽

し
く
学
び
な
が
ら
天
満
界
隈

を
散
策
し
た
。

　

ま
ず
訪
れ
た
大
阪
天
満
宮

で
、
西
俣
氏
は
「
大
宰
府
へ

の
左
遷
な
ど
に
対
す
る
道
真

の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
に
建

立
さ
れ
た
」
と
紹
介
。「
天

満
」
の
由
来
は
、
道
真
の
怒

り
が
「
天
に
満
ち
て
い
る
」

と
の
説
が
あ
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。

　

天
満
宮
の
西
に
は
川
崎
東

照
宮
の
碑
が
あ
っ
た
。
東
照

宮
は
日
光
が
有
名
だ
が
、
江

　

三
島
地
区
は
９
日
、
茨
木

社
会
保
障
推
進
協
議
会
主
催

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場

で
歯
科
健
診
を
実
施
し
た
。

朝
か
ら
雨
が
降
り
続
く
な

か
、
親
子
や
高
齢
者
を
中
心

に
41
人
が
受
診
し
た
。
同
市

内
の
今
井
彰
・
清
川
虎
之
進

両
歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士

３
人
が
出
務
し
た
。

　

乳
児
を
抱
え
た
母
親
は
、

「
子
ど
も
の
歯
が
生
え
て
き

た
の
で
、
ど
の
よ
う
に
ケ
ア

す
れ
ば
良
い
か
教
え
て
ほ
し

い
」
と
質
問
。
高
齢
の
女
性

は
、「
定
期
的
に
通
院
し
て

　

北
河
内
地
区
は
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
枚
方
こ
ど
も

ま
つ
り（
常
翔
啓
光
学
園
）で

10
月
26
日
に
歯
科
健
診
を
実

施
し
、有
地
正
氏（
歯
科
医
師

・
枚
方
市
）・
更
谷
氏
將
氏

（
歯
科
医
師
・
門
真
市
）、歯

科
技
工
士
、
歯
科
衛
生
士
な

ど
が
出
務
し
た
。
当
日
は
、

大
人
40
人
、子
ど
も
１
６
０

人
が
歯
科
健
診
を
受
け
た
。

　

健
診
前
は
緊
張
し
た
面
持

ち
の
子
ど
も
た
ち
も
、
健
診

後
は
「
む
し
歯
無
か
っ
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。
ま
た
隣
で
は
歯
科

技
工
士
が
用
意
し
た
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
石
膏
人
形

に
夢
中
で
色
を
塗
る
親
子
の

姿
も
見
ら
れ
た
。

い
ま
す
が
、
念
の
た
め
診
て

く
だ
さ
い
」
と
訪
れ
た
。

　

両
歯
科
医
師
は
、
一
人
ひ

と
り
時
間
を
か
け
て
口
腔
状

態
を
確
認
。
歯
の
悩
み
の
相

談
に
も
丁
寧
に
応
じ
た
。

戸
時
代
、
徳
川
家
康
へ
の
忠

誠
心
を
広
げ
る
た
め
に
全
国

に
１
０
０
カ
所
以
上
建
て
ら

れ
た
と
い
う
。
扇
町
公
園
で

は
、
扇
の
意
味
を
解
説
。
淀

川
が
大
阪
湾
ま
で
人
工
的
に

延
ば
さ
れ
、
天
満
堀
川
は
物

資
運
搬
の
た
め
に
開
削
さ
れ

る
な
ど
、長
い
歴
史
が「
扇
」

を
形
作
っ
た
と
西
俣
氏
。

　

池
上
雪
枝
が
作
っ
た
「
感

化
院
」
の
全
国
的
な
広
が
り

や
、
大
塩
平
八
郎
の
乱
の
後

に
全
国
各
地
で
一
揆
が
勃
発

天
満
界
隈
の
歴
史
を
散
策

悪
天
候
に
負
け
ず
健
診

枚
方
で
２
０
０
人
が
受
診
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売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

売り物件（東大阪市）
2000万円　東大阪市新石切
マンション１F　テナント（分譲）
チェア３台

賃貸（箕面方面）　200万円
賃料200,000円　配管のみ

売買（豊中市大黒町）
2000万円　年収4000万円

摂津市千里が丘　500万円
チェア２台 １Ｆ 開業11年

豊中市曽根東町　1200万円
約20坪　自費年1000万前後
30万～35万点

　

歯
科
医
療
現
場
の
声
を
大
阪
府
に
届
け
よ
う
と
、
協
会

は
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
や
歯
科
医
療
提
供
体
制
の
充

実
、
指
導
・
監
査
の
改
善
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
10

日
、
大
阪
府
の
松
井
一
郎
知
事
宛
て
に
提
出
し
た
。
要
望

は
、
国
保
や
医
療
費
助
成
、
口
腔
保
健
事
業
な
ど
13
分
野

91
項
目
。
要
望
内
容
の
実
現
を
目
指
し
て
、
後
日
、
府
と

交
渉
す
る
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
は
現
在
、
通
院
３
歳

未
満
で
全
国
最
低
と
な
っ
て

い
る
。
府
が
９
月
17
日
に
明

ら
か
に
し
た
来
年
度
か
ら
の

改
定
案
で
は
、
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
は
就
学
前
に
と
ど

ま
り
、
所
得
制
限
を
現
制
度

の
６
４
６
万
円
（
夫
婦
と
子

ど
も
２
人
世
帯
）
か
ら
３
５

７
万
円
に
改
悪
す
る
方
針
。

こ
の
改
定
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
府
の
所
得
制
限
は
全
国

最
低
水
準
と
な
り
、
現
行
の

対
象
者
の
３
割
超
が
助
成
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
。

　

協
会
は
、
東
京
都
や
兵
庫

県
並
み
に
少
な
く
と
も
中
学

卒
業
ま
で
助
成
す
る
よ
う
要

望
す
る
と
同
時
に
、
子
ど
も

が
経
済
的
な
不
安
な
く
受
診

で
き
る
よ
う
、
所
得
制
限
の

撤
廃
を
求
め
て
い
る
。

　

要
望
書
に
は
、
口
腔
保
健

条
例
の
制
定
も
盛
り
込
ん

だ
。
全
国
で
は
、
41
道
府
県

が
制
定
、
３
県
が
条
例
化
を

進
め
て
い
る
。
過
去
の
府
交

渉
で
は
、
府
は
「
口
腔
保
健

計
画
で
対
応
す
る
」
と
の
見

解
を
示
し
て
い
る
。
協
会
は

「
口
腔
保
健
事
業
を
確
実
に

進
め
る
た
め
に
は
、
条
例
化

は
不
可
欠
」
と
の
立
場
で
、

改
め
て
実
現
を
迫
る
。

　

ほ
か
に
、
▽
国
保
の
保
険

料
軽
減
▽
市
町
村
の
歯
科
健

診
へ
の
財
政
支
援
▽
地
域
包

括
ケ
ア
で
歯
科
医
療
の
位
置

付
け
を
明
記
―
―
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
協
会
の
大
阪
市
内

地
区
は
８
月
20
日
に
大
阪
市

へ
要
望
書
を
提
出
、
12
月
12

日
に
同
市
と
協
議
す
る
。

　

協
会
は
、
歯
科
医
師
の
要

望
を
府
に
直
接
突
き
つ
け
る

絶
好
の
機
会
と
し
て
、
府
交

渉
へ
の
会
員
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

要望書の主な内容

◇ 子ども医療費助成の対象を中学
卒業に拡大し、所得制限を撤廃
◇ 70歳以上の老人医療費助成の創
設
◇口腔保健条例の制定
◇ 事業所などでの歯科健診機会の
充実
◇ 要治療児童が受診できるよう学
校への指導・援助の強化
◇障害者の歯科治療施設の整備
◇指導結果の判定基準の明示

し
た
こ
と
な
ど

も
紹
介
さ
れ
、

大
阪
か
ら
時
代

が
動
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。

大
阪
が
誇
ら
し

く
思
え
る
よ
う

な
文
化
企
画
だ

っ
た
。

大
阪
府
へ
要
望
書
を
提
出

大
阪
府
へ
要
望
書
を
提
出

歯科現場の声を歯科現場の声を
府交渉 子ども医療の充実求める

口
腔
条
例
制
定
盛
り
込
む


